
2020-2022年度 スミセイ中期経営計画2022

　ニューノーマルの時代を見据えると、新たな生活様式
への適応や働き方の変革が求められる中、お客さまの非
対面でのコミュニケーションに対するニーズや健康に対
する意識がより一層高まることが予想され、社会の変化
がより大きく急速に進んでいくと考えています。
　当社がニューノーマルの時代においても、「安心」や「健

康」といった生命保険業の本質における存在価値を感じ
ていただける会社であり続け、変化への対応とそれを可
能とするための投資余力を確保するための既存業務か
らの大胆なリソースシフトを推し進めていくことをお約
束するために、中期経営計画の改定を行っています。

人口減少・
少子高齢化

消費者意識の
多様化

人との接点の
多様化デジタライゼーション パーソナルデータの

利活用

等

異業種連携、
異業種の参入

職場や店舗の
位置づけの変化

医療サービスの
変化

キャッシュレスの
浸透

働き方の変化と
生産性UP

将来に亘って持続的にお客さまのお役に立つために、社会環境を的確に捉えたうえで、
社会に貢献し、社会に信頼され、そして社会の変化に適応していくことによって、

「社会になくてはならない保険会社」の実現を目指します。

あらゆる事業をお客さまに寄り添って前進

ニューノーマル下の社会においても
社会に「なくてはならない」保険会社へ

社会に貢献する 社会の変化に適応する社会に信頼される
SDGs達成への貢献 進化し続ける企業へ変革すべての主語は「お客さま」

お客さまに寄り添った
行動と働き方の徹底

あらゆる
お客さまの

視点
フレキシブルに

適応

健康長寿社会に貢献
変わるための未来投資

サービス
改革

人材
づくり

インフラ
づくり

イノベーション
創出

スミセイライフ
デザイナー

金融機関等代理店
保険ショップ 経営基盤 海外事業資産運用 商品・サービス

　2020年度からスタートした3か年計画「スミセイ中期経営計画2022」では、将来に亘って持続的にお
客さまのお役に立つために、社会環境を的確に捉えたうえで、「社会になくてはならない保険会社」の実
現を目指していきます。

スミセイ中期経営計画2022
 “住友生命「Vitality」”の推進を通じて健康長寿社会に貢献することを中心に、
ESGを重視した事業活動を通じてSDGsの達成に向けた取組みを進めること
で、社会に貢献していきます。
　そして、“住友生命「Vitality」”を核とした当社ならではの価値を広く社会に
発信していくことで、「健康、安心、親しみ」のブランドイメージを確立していくこ
とを目指していきます。

基本方針① 社会に貢献する～SDGs達成への貢献～

● 働き方の変革、柔軟で多様な人材の採用育成
● 協業等によるビジネスパートナーとの共生
● 持続的な社会実現に向けたESG投融資推進
● オープンイノベーションによる新たな価値創造
● 事業展開インフラ（IT等）の強化
● 金融リテラシー教育の推進
● 地球環境の保護

● 社会貢献活動の推進、地方自治体との連携
● コーポレートガバナンスの強化
● コンプライアンスへの取組み
● 人権への取組み
● 個人情報保護への取組み
● ERMの高度化
● リスク管理体制の整備・高度化

少子高齢化

デジタライ
ゼーション

消費者意識の
多様化

その他

“住友生命「Vitality」”に関する事業を推進

健康長寿社会への貢献

“住友生命「Vitality」”を広く社会に向けて発信するための取組みや、商品、プログラムメニュー、特典（リワード）の進化に資する
取組みなどを実施
人生100年時代を見据えたサービスや情報提供の推進
お客さまに提供する商品・サービスや情報提供等をさらに進化させ、超高齢社会の社会的課題解決へ取り組む

● 中期経営計画の改定

● 全体像

基本方針② 社会に信頼される～すべての主語は「お客さま」～

「住友生命グループ行動規範」の浸透 「WPIプロジェクト」の推進
＜住友生命グループ行動規範　基本姿勢＞ ＜今後の目指す姿＞

すべての主語は「お客さま」 「お客さま」から選ばれる会社へ

住友生命グループ各社および役職員へ浸透
ワーク・ライフともに充実（生き方改革）

イノベーション創出・パフォーマンス最大化

　役職員一人ひとりが従前以上にお客さまの視点で発想し行動していくことを徹底するため、「住友生命グループ行
動規範」の浸透に注力するとともに、お客さま本位の仕事への転換・集中と健康でいきいきと働く職場を目指す

「WPIプロジェクト」を推進していきます。こうした取組みを通じて、働き方と行動を変革することによって、より一層、
社会に信頼される会社になることを目指していきます。

WPI（Work Performance Innovation）プロジェクトとは・・・
お客さま本位の仕事への転換・集中と、健康でいきいきと働く職場の
実現により「お客さま目線での生産性の向上」を目指すプロジェクト。

住友生命グループ行動規範とは・・・
経営方針を役職員が行動レベルで実践していくために定めている指
針。倫理的で責任ある事業活動を行っていくための基礎となるもの。

お客さまからの
信頼をあらゆる
活動の起点に

自由闊達で
チャレンジ意欲に
あふれる組織風土

地球環境保護
に取り組みます

健康で心豊かな
社会づくり

社会的責任を
果たします

テレワーク等の推進既存業務の抜本的見直し

・押印業務の廃止
・本支社の権限・役割見直し

・在宅勤務・モバイルワーク、
 スライド勤務等の活用

健康意識の
さらなる高まり

ニューノーマル下における変化

社会全体に影響を及ぼす様々な変化が加速

住友生命の経営戦略
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6,018

柔軟で多様な
競争力の高い人材集団づくり

オープンイノベーションによる
新たな価値創造の加速

お客さまに寄り添い続ける
サービスの実現

将来を見据えた自在性の高い
デジタルインフラづくり

基本方針③ 社会の変化に適応する～進化し続ける企業へ変革～

スミセイ中期経営計画2022

　ニューノーマルな環境下において、あるいは社会全体に大きな影響を及ぼす変化が加速度的に進む中、いかなる環
境変化にも対応できるサステナブルな会社になるため既存業務の抜本的な見直しを行い、長期的な目線に立って企業
体質を変革する取組み（サービス改革、人材づくり、インフラづくり、イノベーション創出）を進めていきます。

サービス
改革

人材
づくり

インフラ
づくり

イノベーション
創出

非接触によるコンサルティング手法
等、より一層の営業職員のパフォー
マンス向上を図るとともに、柔軟で
多様な人材の育成により、お客さま
に必要とされる人材集団を形成する

様々な技術や知見、ネットワークを
持つ企業等との協業を促進すること
で、お客さまや社会に対する新しい
提供価値を創造する

「人ならでは」の価値に「デジタル」
を融合することで、社会の多様性に
応じたサービスを、お客さまの望む
方法によって寄り添い提供できる体
制を実現する

将来を見据えた集中的なシステム投
資により、変化を続ける環境下におい
ても、圧倒的なユーザビリティと自在
性・効率性を兼ね備えたインフラを
構築する

未来投資

変革

お客さま数（保有契約件数）（注1）

（住友生命＋メディケア生命＋業務提携先）
保有契約年換算保険料

（住友生命＋メディケア生命）
基礎利益

（注1）個人保険・個人年金保険の契約件数。業務提携先（三井住友海上、エヌエヌ生命、ソニー生命）から提供を受けている商品を含みます。

（単位：万件）
2016 2017 2018 2019 2020 2022

目標

1,349
1,369 1,382 1,386

1,405

修正前
1,422

修正前
23,600

（単位：億円）
2016 2017 2018 2019 2020 2022

目標

23,523 23,635 23,630 23,440

5,529 5,730 5,838 5,900

修正後目標
23,100修正後目標

1,400

3,411 3,640

307 332 339

修正前
9,220

（単位：億円）
2017 2018 2019 2020 2020-2022

目標

生前給付保障・医療保障等

国内事業
（住友生命＋メディケア生命）

修正前
1,410

● 計数目標（2022年度末）

23,418

修正後目標
6,100

修正前
6,200

3,277

321

修正後目標
3か年累計1,030

　2015年に国連サミットでSDGsが採択されたことを皮切りに、社会におけるサステナビリティ（持続
可能性）への関心が一層高まっており、企業によるサステナビリティへの貢献も期待されています。
　住友生命は「CSR経営方針」に基づき、CSR経営を推進する上で重要となる項目（CSR重要項目）
を定めています。CSR重要項目は、当社のCSR経営を推進する上で重要となるだけでなく、SDGs達
成・サステナビリティへの貢献にもつながります。そこで、CSR重要項目に対して、達成に向けて取り
組むSDGsと主な取組みを整理することで、当社が重点的に取り組む課題を明確にしています。

サステナビリティ

　住友生命は、経営方針のひとつとして「CSR経営方針」を策定し、CSR経営を推進しています。
この「CSR経営方針」に基づき、5つのCSR重要項目を定めています。
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造
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―  CSR重要項目  ―

● お客さまへ
お客さまからの信頼をあらゆる活動の起点とし、保険事業の健
全な運営を通じて、一人ひとりに最適な生活保障サービスを提
供します。

● ビジネスパートナーへ
ビジネスパートナーの信頼・支持を得て、ともに社会的責任を
果たします。

● 従業員へ
従業員一人ひとりが誇りと自信をもっていきいきと働き続けら
れる会社づくりに取り組みます。
自由闊達でチャレンジ意欲あふれる組織風土を大切にします。

● 社会へ
社会の一員としての役割と責任を認識し、健康で心豊かな社会
づくりと地域社会・国際社会の発展に貢献します。

● 地球環境へ
健康な暮らしを支えるため、事業活動において常に地球環境へ
の影響に配慮し、その保護に積極的に取り組みます。

持続的・安定的な
成長の実現  

保険事業を
通じた

安心の提供

ステークホルダーとの
信頼関係の構築

CSRを支える経営体制

CSVプロジェクト
保険事業を通じた
健康寿命の延伸

―  CSR経営方針  ―
住友生命は保険事業の健全な運営とその発展を通じ
て、豊かで明るい長寿社会の実現に貢献します。
この理念のもと、誠実な業務遂行・健全な財務基盤を
通じ、お客さまをはじめとした各ステークホルダーに
最も信頼・支持され、持続的・安定的に成長する会社
を目指します。

修正後目標
3か年累計 9,010

3,655

海外事業（シメトラ他）
● CSR重要項目の選定プロセス

　国際的な各種ガイドライン等、
外部リソースによる助言等を参考
に、CSRに関連すると考えられる
項目の洗出しを行いました。さら
に、項目の集約と修正を行い調査
の対象とする項目を抽出し整理し
ました。

CSR関連項目（148項目）

1．CSR関連項目の洗出し

　「1．CSR関連項目の洗い出し」
で抽出した項目について社内外
からの意見を反映し、「ステークホ
ルダー視点」「当社事業視点」の両
軸から優先順位付けを行いまし
た。両軸からの優先順位をもとに、
ステークホルダーと当社双方から
見て特に重要度の高い16項目を
選定しました。

特に重要度の高い項目（16項目）

2．社内外の評価に基づく
    絞込み

　本プロセスから導かれた16項
目が5つのCSR重要項目に当ては
まることを確認し、その妥当性を
検証しました。

CSR重要項目（5項目）

3．CSR経営方針に基づいた
   CSR重要項目の検証

CSR経営方針とCSR重要項目

住友生命の経営戦略
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